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キーワード

研究シーズの説明（私は、このような研究に取り組んでいます。）

成果の応用可能性（私の活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

・道徳教育・道徳授業・道徳的価値・道徳の内容

私は、小中学校の教育課程における道徳の内容について研究し、「学校の教育活動の全体を通じて行う道徳教育」
とその要と位置づけられる「道徳の時間」について、実践の指針を導きうる内容となるための要件を明らかにするとと
もに、大学の教職課程における「道徳の指導法」科目の改善の視点を提示しようとしています。
このテーマに関しては、平成24～26年度に科学研究費助成金（基盤研究（C））を獲得して、以下の３つの方法で研
究を行ってきました。
（１）道徳の時間が設置された昭和33年以降の小・中学校学習指導要領に関する文献調査を行うとともに、平成元年
以降の改訂に関わった研究者等に対するインタビュー等を通して、道徳の内容のとらえ方を明らかにしてきました。
（２）道徳の時間の「基本型」の課題を克服しようとして今日提言されている諸方法について、その基底にある諸要因
を明らかにするとともに、相互補完の可能性を探ってきました。
（３）教員養成教育において「道徳の指導法」科目改善の視点として「道徳の内容学」の確立を提案してきました。
さらに、近年は道徳教育と法教育の間でどのような対話が可能かということに関心があり、関連分野の研究者と交
流をもちながら研究を進めています。

道徳の授業で用いられる教材である以上、そこに価値が含まれていることはむしろ当然です。読み物資料であれば、
筆者の考えの中に、あるいは登場人物の言動に何らかの価値観を読み取ることができます。1枚の写真にさえ価値に
つながる主張が含まれていることがあり、価値と無縁であることを教材に求めるのは不可能です。
しかしながら、児童生徒が自らの価値観を育むための教材の要件として考えるとき、自説以外の考えを拒絶するよ
うな内容はやはり不適当と考えざるを得ません。これは、教材の形式や内容についての要件であるとともに、教材とし
ての取り扱い方、すなわち指導法の適否につながる観点でもあります。平成27年3月に学習指導要領が一部改正さ
れ、小中学校の道徳の授業は「特別の教科」として実施されることが決まっています。教科化を契機として、道徳の授
業には、これまで以上に妥当な内容と方法が求められるようになるでしょう。
私の研究成果は、半世紀を優に超えて行われてきたという点で日本の学校教育の財産とも言える道徳教育の内容
と方法を、教育学の視点からとらえ直すために役立てていただくことができます。現職教員の研修の場で、道徳の授
業方法を支える道徳観・道徳教育観を深め合うために役立ててくださるよう期待しています。

【共同研究】
・福岡教育大学研究開発プロジェクトの一環としての共同研究 糸島市立波多江小学校（平成25・26年度 ）
【講演】
・鹿児島県道徳教育推進協議会（平成25年度）
【教育的支援・助言等】
・北九州市立竹末小学校における講話・指導（平成26年度）
・福岡市教育センター道徳研究室における研究指導（平成26年度）
【審議会委員会等】
・宗像市教育評価委員会副委員長（平成26年度）
・福岡県豊かな心育成推進会議議長（平成26年度）
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キーワード

研究シーズの説明（私は、このような研究に取り組んでいます。）

成果の応用可能性（私の活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

・家庭科 ・授業実践力 ・授業研究

近年，日本の授業研究が「レッスン・スタディ」として諸外国から注目を集めています。現在は，日本各地の共同研

究者とともに，これまで，小中高等学校の先生方が築き上げてきた家庭科の授業研究の蓄積を集めて分析し，日本

の家庭科の強みと課題を明らかにする研究に取り組んでいます。それらを世界各国の家庭科教育研究者に発信し

「責任ある暮らし」を創造する生活者を育成するカリキュラムと実践のためのレッスン・スタディを国際連携のもとに実

現することを目的に研究を進めています（科学研究費基盤研究（B）

課題番号：15H03505，研究代表）。

また，九州地区を対象とした研究では，家庭科教育の質の向上を

めざし，中学校における家庭科教員の配置状況調査や，教員養成段

階の課題に目を向けた，家庭科の教育実習や大学授業の実態調査

を行ってきました。今後さらに，現職教員への聞き取り調査等を行う

計画で，家庭科における教師教育のあり方を探求していきます。

教科教育の研究者として，家庭科のあるべき姿を追究する理論と，

様々な制約や環境，条件の下に行われる授業の現実の両面に目を

向け，研究に取り組んでいます。

・福岡県教育センター専門研修 講師 平成26～27年度
・福岡市教育センター 非常勤研修員による調査研究(家庭科) 指導講師 平成25～27年度
・福岡県小学校家庭科教育研究大会 講演 平成26年度

ほか宗像地区，北九州地区，糟屋地区，京築地区家庭科教育研究大会の講演・助言，研究協力
・福津市立津屋崎小学校との共同研究（福岡教育大学研究開発プロジェクト） 平成25～26年度
・（財）福岡県消費者協会消費生活相談員養成講座 講師 平成22～23年度
・福岡県消費生活審議会消費者施策検討部会 専門委員 平成26年度 など

1. 家庭科の目標確
認とテーマ設定

教育価値の理解と
学習者の実態把握

2. 授業計画
問題解決学習の過
程にもとづく学習指
導案の作成・検討

3. 研究授業の実施
授業参観とデータ
収集

4. 省察
授業協議会の実施，
実践報告，実践報
告書の作成

家庭科における授業研究のサイクル

教員養成

教師教育

「責任ある暮らし」
を創造する

豊かな子どもの育成

★ 学生への教育と研究指導の成果をもとにした，家庭科授業アイデアの提供
・教材例 デジタル生活時間記入票：小～高校生向け（貴志，2014），

子どもの権利に関するフォトランゲージ：中高生向け
生活設計を考えるDVD：高校生向け（荒木，2014（修士論文））

★教育センターや家庭科研究会等との連携：家庭科指導力向上のための教員研修
・国際比較からみた日本の家庭科カリキュラムの特徴
・家庭科に関わる学習理論や学力観の解説
・題材構成の考え方

★小学校教諭，中高家庭科教諭向け：授業づくり，授業研究のサポート
・授業研究の各段階での相談
・授業の価値づけ
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